
取組み項目 取組みの考え方と実施事項 目標（2012年度）

環
境
負
荷
低
減

温暖化
防止

低炭素
社会

の構築

ＣＯ2
の

低減

生産 ・地球温暖化防止は最重要と考えおり、
2011～2015年の5年間で、目指す方向を
明確にした上で、2012年目標を設定し低減推進

効率の悪い設備・機器の更新や既存設備の改良、
検査・生産工程のLED照明化等を推進

物流 ・輸送効率の向上による低減
顧客に近いみよし物流ｾﾝﾀｰに、
各工場から、ﾄﾗｯｸ満載で集荷することにより、
ﾄﾗｯｸの便数を大幅に減らしCO2を削減

製品 ・車の燃費性能向上に繋がる、ｺﾞﾑ・樹脂部品の
軽量化設計・材料開発の推進（ｺﾞﾑの高発泡押出技術、
電気自動車向け軽量化製品・技術の開発等）

・新ｴﾈﾙｷﾞｰ動向に対応した新領域製品・技術の開発
（高圧燃料ﾀﾝｸ、車載用電池周辺部品の開発を推進）

・ＣＯ2より、温暖化係数が遥かに大きい５ガスを
新規に取組む

ﾏｸﾞﾈやLED製造用ｶﾞｽ( HFC，PFC，SF6 )の
代替化等を推進

資源
有効
利用

循環型
社会

の構築

排出
物の
低減

生産 ・歩留り向上等による発生源対策に加え

ｺﾞﾑ・樹脂・金属の社内ﾘｻｲｸﾙをTGｸﾞﾙｰﾌﾟで推進
３層ｺﾞﾑ材料製品の脱硫再生、表面加飾樹脂の
分離・ﾘﾍﾟﾚｯﾄ化

・埋立廃棄物ｾﾞﾛ化の継続
（ｾﾞﾛの定義：1998年度比 0.5％未満）

物流 ・包装仕様のｽﾘﾑ化、容器のﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ化の拡大による
包装材使用量の低減

製品 ・資源有効利用に向けた、ﾘｻｲｸﾙし易い製品設計と
技術開発の推進

製品構成の簡素化（複合材⇒単一材)、
分離し易い製品構成化（金属ｲﾝｻｰﾄﾚｽ）等

・資源としての水の有効利用はもとより、
省ｴﾈや排水負荷の低減にも、効果が大きいことから
新規に取組む

使用量の多い冷却水の ろ過処理による
排水の再利用等を全工場で展開し水使用量を低減

環境負荷
物質管理

・低減

VOC
の低減

・塗料・洗浄ｼﾝﾅｰの材料代替化・使用量最適化による
低減推進
（塗料の水性化や無溶剤化等の拡大）

製品含有
化学物質
の管理充実

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな製品含有化学物質管理の推進

・中国における化学物質管理ｼｽﾃﾑ への対応
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな法規・化学物質規制情報の収集

<ＣＯ2> 基準年 目標
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 原単位 2003年 31％減

本体 原単位 2003年 26％減
排出量 1990年 14％減

< 5ガス> 基準年 目標

本体 排出量 2003年 30％減

<水> 基準年 目標

本体 使用量 2003年 12％減

<排出物> 基準年 目標

国内 原単位 2003年 40％減
本体 原単位 2003年 41％減

排出量 2003年 35％減

換算方法：京都議定書の’90年固定係数
を使用、ｺｰｼﾞｪﾈ補正有り

<物流ＣＯ2 > 基準年 目標
本体 原単位 2003年 25％減

排出量 2003年 20％減

<梱包材> 基準年 目標

本体 原単位 2003年 63％減

使用量 2003年 60％減

< VOC > 基準年 目標

本体 原単位 2003年 54％減

排出量 2003年 50％減

※2

※2 VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）

※1 ５ｶﾞｽ：ﾌﾛﾝ系ｶﾞｽ等〔 HFC： Hydrofluorocarbon（ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ）、PFC： Perfluorocarbon（ﾊﾟｰﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ）、 SF6：六フッ化硫黄 〕、

：新規取組み項目

５ｶﾞｽ ※1
の低減

水使用量
の低減

ﾒﾀﾝ（CH4）、窒素系ｶﾞｽ（N2O：亜酸化2窒素）

※3

※3 化学物質管理ｼｽﾃﾑ：車両構成部品の化学物質情報を入手、管理するﾂｰﾙ

取組みの考え方と目標
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取組み項目 取組みの考え方と実施事項 目標（2012年度）

環
境
経
営

地域社会
との連携

自然共生
社会

の構築

ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙ
ﾌﾟﾗﾝﾄ

・その土地にあった自生種が混生しており、
地震や火災などに強い本物の森づくり活動を
推進することにより、社員の一体感醸成に加え

地域社会との融合を図る
今後10年間で、国内外の約60拠点に約60万本を
植樹する

社会貢献活動
の推進

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰによる地域美化活動への参画
・関連事業への支援継続

（ﾄﾖﾀ白川郷自然学校 等）

環境政策への
貢献

・外郭団体等の環境政策への貢献と提言
（自動車部品工業会、ｺﾞﾑ工業会等）

環境意識
の向上

・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

環境意識
の向上

・従業員の社会貢献への自発的な取組みに向けた、
一人ひとりのｴｺ意識向上活動の推進

・社内報活用による情報提供と啓蒙
・工場の森づくりを通じ、生態系保護と

地球温暖化対策の啓蒙
・環境月間行事のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開
・実務でのｴｺ活動実践に結びつく環境教育の推進

連結環境
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
の強化

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ連結環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制の整備
・順法管理の強化（現地点検等）

・環境負荷低減活動の推進（CO2、排出物低減等）

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰ
と連携した
環境活動の
推進

・材料・製品等仕入先と連携した活動の一層の充実
・当社へ納入される部品、原材料、生産設備等に
含まれる環境負荷物質の管理充実

・仕入先における環境関連法令等の順守及び
自主的な環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ向上活動の要請

環境情報
の開示

・TGﾚﾎﾟｰﾄの発行継続（毎年1回：７月）
（CO2排出量、排出物量、水使用量等の情報公開）

製品開発に
おける環境
影響評価
（LCA ※4)
の推進

・製品の環境負荷低減等の取組み度合いを定量化
した独自のしくみに基づき評価
（ CO2排出量に加え製品ﾘｻｲｸﾙ性も評価）

環境に
優しい

LEDﾒｰｶ
としての

貢献

・全社の照明を検査工程、ｵﾌｨｽ、生産工程の順に
LED化

今後5年間で、現在設置してある工場・ｵﾌｨｽの
全蛍光灯約5万本をLED照明へ更新

ＬＥＤ事業
の拡大

・環境に優しいLEDを、ﾃﾚﾋﾞ・照明分野等、
より多くの製品への採用拡大につなげ
低炭素社会の構築に寄与

：新規取組み項目

工場の
森づくり

社内での
LED活用
拡大

※4 LCA：Life Cycle Assessment  [製品の生産・使用・廃棄にいたるﾗｲﾌｻｲｸﾙでの環境影響（CO2排出量等）を評価すること]

取組みの考え方と目標
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